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場
の
稼
働
率
は
様
々
で
あ

り
、
平
塚
と
栃
木
工
場
が
下

降
し
た
も
の
の
、
九
州
工
場

が
繁
忙
だ
。
稼
働
率
が
下
降

し
た
平
塚
と
栃
木
工
場
は
生

産
シ
フ
ト
の
変
更
な
ど
で
凌

い
で
い
る
」

機
能
線
事
業
が
牽
引
し
 

　
　
は
営
業
益
　
％
増

１９
FY

５０

―
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
ど
う
か
？

「
当
初
、
今
年
度
は
増
産

投
資
な
ど
か
な
り
の
予
算
を

組
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、
リ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

逆
に
、
安
全
の
確
保
、
老
朽

化
し
た
設
備
の
保
守
、
品
質

の
向
上
に
向
け
た
投
資
は
、

従
来
ど
お
り
に
キ
チ
ン
と
実

施
す
る
」

　

―
御
社
の
　
年
度
業
績

１９

と
　
年
度
事
業
計
画
は
？

２０
　
「
　
年
度
は
売
上
高
２
７

１９

０
億
円
（
前
年
度
並
み
）、
営

業
増
益
（
前
年
度
比
約
　
％
５０

増
）
を
計
上
し
た
。
機
能
線

事
業
の
好
調
が
牽
引
し
た
。

売
上
高
の
割
合
は
、
汎
用
線

事
業
１
に
対
し
、
機
能
線
事

業
は
２
で
、
完
全
に
機
能
線

の
方
が
汎
用
線
事
業
を
上
回

っ
た
。　
年
度
事
業
計
画
は
、

２０

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
次
第
で

あ
り
、
先
が
読
め
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
下
期
の
挽
回

に
期
待
し
、
売
上
高
２
１
０

億
円
（
同
約
３
割
減
）、
純
損

益
黒
字
を
確
保
し
た
い
」

　

―
今
後
の
汎
用
線
事
業

―
最
近
、
事
業
再
編
な

ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
ず
御
社
の
概
要

か
ら
伺
い
た
い
。

「
当
社
の
事
業
は
、
汎
用

線
事
業
（
建
販
３
品
種
な
ど
）

と
、
機
能
線
事
業
（
キ
ャ
ブ

タ
イ
ヤ
、
Ｅ
Ｍ
―
Ｌ
Ｍ
Ｆ

Ｃ
、
機
器
配
線
用
電
線
、
極

薄
肉
被
覆
電
線
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
用
光
複
合
ケ
ー
ブ
ル
、
鉄

道
・
信
号
及
び
車
両
用
電
線
、

船
用
電
線
な
ど
）
の
二
つ
が

あ
る
。

汎
用
線
事
業
の
新
た
な
展

開
と
し
て
、
当
社
親
会
社
の

古
河
電
工
と
昭
和
電
線
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
建
販
電

線
３
品
種
（
Ｉ
Ｖ
、
Ｃ
Ｖ
、

Ｃ
Ｖ
Ｖ
）
な
ど
を
扱
う
Ｓ
Ｆ

Ｃ
Ｃ
社
（
出
資
比
率

昭
和

電
線
Ｈ
Ｄ
　
％
、
古
河
電
工

６０

　
％
）
を
設
立
し
、　

年
４

４０

２０

月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、『
Ｓ
Ｆ
Ｃ

Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
』
に
お
い
て
、

当
社
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
社
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
当
社
と
昭
和
電

線
Ｃ
Ｓ
社
双
方
の
製
造
拠
点

の
特
長
な
ど
を
発
揮
し
、
効

率
的
か
つ
最
適
な
生
産
が
図

れ
る
よ
う
に
協
力
す
る
。

当
社
工
場
の
再
編
で
は
、

汎
用
電
線
・
専
用
量
産
工
場

で
あ
る
北
陸
工
場
（
石
川
県

羽
咋
郡
志
賀
町
）
の
操
業
を

昨
年
　
月
に
停
止
し
、
平
塚

１２

工
場
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

と
栃
木
工
場
（
栃
木
県
塩
谷

郡
塩
谷
町
）
に
生
産
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向

上
、
物
流
の
効
率
化
、
固
定

費
の
削
減
な
ど
を
図
っ
た
。

当
社
は
従
来
の
４
工
場
か
ら

３
工
場
（
平
塚
、
栃
木
、
九

州
＝
北
九
州
市
門
司
区
）
体

制
に
な
っ
た
」

　

―
つ
ぎ
に
、
社
長
就
任

に
あ
た
っ
て
の
抱
負
は
？

「
当
社
は
長
い
歴
史
の
な

か
、
古
く
か
ら
の
お
客
様
も

多
く
、
そ
う
し
た
方
々
に
支

え
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
お

客
様
が
最
も
大
事
で
あ
り
、

お
客
様
第
一
主
義
で
取
り
組

む
。
と
り
わ
け
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
以
上
、
品
質
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
一
層
力
を
注

ぐ
。二

つ
目
は
、
全
社
員
が
一

枚
岩
に
な
っ
て
安
全
、
安
心

に
働
け
る
よ
う
な
環
境
整
備

や
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
全
社
員
に
と
っ
て

や
り
が
い
の
あ
る
会
社
に
し

た
い
。

三
つ
目
は
、
新
製
品
の
開

発
を
推
進
す
る
こ
と
だ
。
例

え
ば
、　

年
か
ら
上
市
し
て

１８

き
た
新
製
品
『
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
』
の
需
要
が

動
き
出
し
た
。
古
河
電
工
が

自
動
車
分
野
で
培
っ
た
ア
ル

ミ
電
線
ケ
ー
ブ
ル
の
技
術
な

ど
を
活
用
し
て
開
発
し
た
の

が
『
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル
』
。
お
客
様
か
ら
、
柔

ら
か
く
、
軽
く
、
敷
設
し
や

す
い
と
評
価
さ
れ
、
採
用
例

が
増
加
し
、
出
荷
は
２
年
間

で
１
０
０
件
を
上
回
っ
た
。

年
間
売
上
高
は
、
前
年
度
３

古
河
電
工
産
業
電
線
の
白
坂
有
生
・
新
社
長
は
「
　
　
は
売
上
高
２
７
０
億
円
（
前
年

１９
FY

度
並
み
）、
営
業
増
益
（
前
年
度
比
約
　
％
増
）
と
な
り
、
好
調
な
機
能
線
事
業
が
牽
引
し

５０

た
。　

　
は
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
読
み
に
く
い
が
、
下
期
の
挽
回
に
期
待
し
、
売
上
高
２
１

２０
FY

０
億
円
（
同
約
３
割
減
）、
純
損
益
で
黒
字
を
確
保
し
た
い
」
と
し
た
。
機
能
線
事
業
に
つ

い
て
「
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
差
別
化
製
品
を
一
つ
で
も
多
く
開
花
さ
せ
た
い
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
進
め
、
サ
ブ
コ
ン
な
ど
を
軸
に
、
約
２
千

人
に
メ
ル
マ
ガ
配
信
で
『
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
』
の
参
加
者

を
募
集
し
、
２
回
の
開
催
で
延
べ
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。今
後
も
、メ
ル
マ
ガ
配
信

や
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
研
修
会
な
ど
は
継
続
す
る
予
定
」と
述
べ
た
。

れ
に
し
て
も
、
既
存
の
製
品

や
新
製
品
を
し
っ
か
り
育
て

な
が
ら
、
新
製
品
開
発
を
行

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
」

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
に
 

１
０
０
人
以
上
が
参
加

―
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
？「

当
然
、
手
洗
い
実
施
、

マ
ス
ク
着
用
、
さ
ら
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
維

持
に
加
え
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

と
思
う
」

　

―
営
業
や
製
造
面
で
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
？

「
受
注
に
も
影
響
が
及
ん

で
い
る
。
例
え
ば
当
社
汎
用

線
の
売
上
高
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
の
間
、
前
年
同
期
比
で

約
２
割
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
。
６
月
頃
に
一
旦
は
お
客

様
へ
の
対
面
営
業
が
か
な
っ

た
が
、
再
び
営
業
に
回
り
に

く
く
な
っ
た
。
そ
の
点
、
工

夫
を
重
ね
て
い
る
。

延
べ
１
０
０
人
以
上
が
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
メ
ル
マ
ガ

を
通
じ
て
参
加
者
を
募
り
、

コ
ロ
ナ
に
充
分
留
意
し
た
上

で
、
当
社
平
塚
工
場
内
の
研

修
セ
ン
タ
ー
で
『
ら
く
ら
く

ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
研
修

会
』
を
実
施
し
た
。
今
後
と

も
、
こ
う
し
た
メ
ル
マ
ガ
配

信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
フ
ラ

イ
ン
で
の
研
修
会
な
ど
は
継

続
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
製
造
面
で
は
３
工

と
機
能
線
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
？

「
汎
用
線
事
業
は
今
後
、

量
的
に
大
き
な
伸
び
は
期
待

で
き
ず
、
市
場
情
勢
に
適
切

に
対
応
し
た
工
場
運
営
を
行

う
。
た
だ
、
品
質
や
サ
ー
ビ

ス
は
落
と
す
こ
と
な
く
、
今

ま
で
通
り
に
取
り
組
む
。
機

能
線
事
業
に
つ
い
て
は
、
差

別
化
・
先
端
技
術
の
研
究
開

発
や
製
品
の
開
発
に
長
年
か

け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

う
し
た
製
品
の
花
が
、
一
つ

で
も
多
く
開
い
て
い
く
よ
う

に
力
を
注
ぎ
た
い
。
同
時

に
、
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
の

研
究
開
発
力
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
製
品
、
提

案
型
製
品
、
付
加
価
値
製
品

の
開
発
を
推
進
す
る
」

白坂有生社長

機
能
線
を
重
視
、下
期
挽
回
に
期
待

メ
ル
マ
ガ
集
客
  ア
ル
ミ
ケ
ー

ブ
ル

研
修
会
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億
円
強
だ
っ
た
が
、
今
年
度

は
４
億
円
を
目
指
し
、
近
々

　
億
円
ほ
ど
ま
で
伸
ば
し
た

２０い
。
反
面
、
製
品
の
標
準
化

な
ど
課
題
も
多
く
、
し
っ
か

り
育
て
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ほ
か
に
は
、
育
て

て
き
た
製
品
の
芽
が
出
て
、

九
州
工
場
の
煩
忙
が
続
い
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
い
ず

な
ど
も
推
進
し
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
様
々
な

面
で
社
員
に
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
い
る
。
社
員
同
士
お

互
い
に
、
声
が
け
や
挨
拶
を

奨
励
す
る
と
同
時
に
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
強
め
て
い
き
た

い
。
と
に
か
く
、
よ
り
働
き

や
す
い
会
社
に
し
た
い
。
そ

れ
が
会
社
の
発
展
に
繋
が
る

例
え
ば
、
若
手
を
中
心
に

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
進
め
て
い
る
。
ゼ
ネ
コ
ン

や
サ
ブ
コ
ン
な
ど
を
中
心
と

し
た
お
客
様
約
２
千
人
を
対

象
に
メ
ル
マ
ガ
を
配
信
し
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
希
望
者

を
募
り
、『
ら
く
ら
く
ア
ル

ミ
ケ
ー
ブ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
』
を
２
回
実
施
し
、

s20031012
長方形

s20031012
長方形

s20031012
長方形

s20031012
タイプライターテキスト
電線新聞　2020年　9月　7日　　004面




